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1.2.2.2 ベルギー 

ベルギーのブリュッセルでは、都市圏の混雑対策として、走行距離課金を用いる

SmartMove というプロジェクトが進んでいる。 

 ブリュッセル首都圏では、モビリティと交通税(traffic taxation)を近代化する Smart 

Move プロジェクトを 2018 年に開始し、2022 年から小型車へ走行距離課金を導入する計

画が進んでいる。当初は、ベルギー全体を対象としていたが、ワロン地方とフランドル地

方の合意に至らず首都圏だけの実施となり、現在はブリュッセル議会で法案が審議されて

いる。 

 

1. 背景と目的 

ブリュッセル首都圏は、経済、気候、移動性、大気質、人口増加の面で大きな課題に直

面している。街の住みやすさと魅力を向上させるために、SmartMove により以下の目的

を達成する。 

 所有ではなく使用に対して課金する公正な交通税 

 地域を移動するすべての人のモビリティを向上 

 気候、大気の質に関して、みんなの生活の質を向上 

 技術進歩により、道路利用者に24 時間年中無休の支援を提供し、最適なモビリテ

ィを実現 

 

2. 経緯 

2020年7月16 日 ブリュッセル首都圏の政府はスマートキロメートル料金の導入を決定 

2020年     研究機関と地域政府とでSmartMove の影響調査 

2020-2021年  プロジェクトの計画、法的枠組みの検討実施 

2021年     試行運用によるテスト 

 

3. 目標 

利用者にルートの最適化を促すことで、人々の移動を妨げることなく、2030 年までに

自動車の利用を25％削減し、混雑と交通渋滞を低減する。 

 

4. 課金体系 

ブリュッセル地域を走行するすべての自動車に適用される走行距離課金（図1-10参照）

で、料率は、走行時間、走行時の交通量、および車両の種類(エンジン馬力など)により変

化する。 

排気量が1300cc 以上の車両は1 日1 回の基本料金も追加される。電気自動車は、基本

料金は追加されず、最小料金の小型車料金が適用される。ハイブリッド車は、車両の種類

(エンジン馬力)に基づき課金額が変動する。 
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図1-12 課金対象エリア 

注 P マークはP&R の対象駐車場である。 

 

表1-49 時間ごとの料金(2021年) 

時間 課金単価 

平日のピーク時間07:00 - 10:00 and 15:00 - 19:00 ユーロ6（基本料金）+ 

ユーロ0.20/km × 係数

(0～6, エンジン排気量に

よるクラス) 

平日のオフピーク時間 10:00 - 15:00  ユーロ6（基本料金）+ 

ユーロ0.08/km × 係数

(0～6, エンジン排気量に

よるクラス) 

19:00 - 07:00 と週末 ０ 

  

係数については、エンジン排気量が1400cc 以下は0とし、200cc 毎に1 ずつ追加され、

4000cc 以上は6 に設定する。 

対象の車両は、3.5トン 未満の乗用車と配達用バンと二輪車(電気自動車含む)である。

ただし、3.5トン以上の大型車はViaPass で課金されているので対象外、二輪車のうち、ク

ラスA（最大25 km / h）およびB（最大45 km / h）の二輪モペットは対象外である。 
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SmartMove は住民にも適用され、自動車の所有税と相殺される。 

利用者は、スマートホンのSmartMove アプリ(利用する)を使い移動距離を計算する方

法と、オプションとして用意される1 日パス(スマートホン使用できない/使用しない)を

購入する方法を選択できる。 

 

SmartMove アプリは次の機能を提供する。 

 1 日の異なる時間帯での移動の提案公共交通機関、自転車、カーシェアリング、タ

クシー、徒歩などモビリティの選択肢を、費用を含めて比較できる。 

 最良の旅行を選択できるように、個々のトリップを追跡し空気の質と気候への影響

を計算できる。 

 MaaS （Mobility as a Service）にリンクして、数回クリックするだけで、迅速で手頃

な価格のトリップを計画できる。 

 利用頻度の低い運転手、観光客、訪問者は、アプリ（またはウェブサイト）から1 

日パスを購入することもできる。 

 接続は、セルラー通信だけでなくWIFI などインターネット接続できる環境で動作

する。 

 利用者のプライバシーの保護は最優先事項として開発している。 

 スマートホンに代わる専用端末サービスなども検討している。 

 対象のエリアは図に示すブラッセル首都圏で、環状道路には適用されない。(LEZ 

と同じエリア) 

 支払い方法は、検討中である。 

 不正への対応は、LEZ で利用しているANPR カメラを使い通過する自動車を監視

する。 

 都市のデータ連携はDATEX Ⅱ(ISO/TC204 の国際標準)を利用する。 

 

5.「SmartMove」プロジェクトの現状 

 

① 政治的停滞と再検討中の現状 

ブリュッセル地域政府は 2020 年 12 月に SmartMove を承認し、2022 年の導入を目指し

ていたが、社会主義党（PS）の反対により現在の議会（今期）では実質的に凍結状態であ

る (dhnet.be)。 

PS は「このプロジェクトはもはや必要ない」として、反対している一方で、緑の党

（Écolo/Groen）は「他地域が動かなくても単独で進める」と主張している 。 

 

② 技術・予算面では継続的に推進中 

すでに約 2,500 万ユーロの投資があり（アプリ開発、ANPR カメラ導入、CRM、広報な

ど）、2023 年だけでさらに 1,250 万ユーロが予算化されている 。欧州連合から最大 5,100

万ユーロの補助を受ける条件があり、これを逃さないためにも技術面と法整備は継続され


































































































